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1．日時

第14回宇宙開発委員会（定例会議）

　　議事次第雪

平成3年10月30日（水）

午後2時～3時

2．場所　 宇宙開発委員会会議室

3．議題

4．資料

（1）　前回議事要旨の確認について

（2）　放送衛星3号一b・（BS－3b）友び第14号科学衛星

　　（SOLAR－A）の｝止げ結果の評価に関する審議につ

　　いて

9委14－1　第13回宇宙開発委員会（臨時会議）議事要旨．（案）

委14－2　放送衛星3号一b、（BS－3b）及び第14号科学

　　　衛星（SOLAR－A）の打上げ結果の評価に関する

　　　審議について　（象）　　　　　　　一
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　委］．4　－　－

　　　　　　　　第ユ3回・宇宙開発委員会三時会議）

　　　　　　　　　　’綿　事　要．旨　　（案）

　1・・．日時　平成3年8月8日（木）　　　’　　　　　一、

　　　　　　午後2時～4蒔

　2．　場所　字宙幽発委員会会議室

　3・　議題　　（1）　　前回議事要旨の確認について

●　　　（2プ計画縫部会の審議結果に斜、℃
　　　　　　（3、）　’平成タ年度，｝こおける宇宙．開発関係経費の見葎り

　　　　　　　　　方針について

　　　　　　　　　　　　　　｝
　4・資料委・3一・鋤’2回宇宙開発委員会綻例会議）議事
　　　　　　　　　　　要旨（案）

　　　　　　委1’3－2　宇宙開発委員会計画調整部会報告書

　　　　　　委13－3平成4年度における』宇宙開発関係経費の見

　　　　　　　　　　　積り方針（案）

●5・出席者　　　　　‘、
　　宇宙開発委員会委員長代理　　　 ゴ．　　　久良知’：章　悟

　　　　　〃　 委員　 一　　　磐村民也
　　　　　〃　　〃　　　　　　曽’山』克巳
　　　　　〃　　　　　　　　〃
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　田　島，敏　弘



関係’ﾈ庁等

　外務大臣官房審議官

璋商産業省機械情報産業局歌畏

　運輸大臣運輸政策局次長

　運輸省気象庁総務部長．

　郵政大臣官房審議官

　　事務局

　　　科学技術庁官房審議官

●　　”　研究面面軸企酪長
　　　　　〃　　一・　　〃　　宇宙開発課長
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　6．　議事

　（1＞前回議事要旨の幽幽こついて

　　　　　第12回宇宙開発委，員会（定例会議）議事要旨（資料委13

　　　　－1）．が確認された。

　（2）計画調整部会の審議結果について．

　　　　　武田計画調整部会長より、資料委13－2に基づ紬画調

●　　整部会における審議結果が報告され受理された。

　（3）平成4年度における宇宙開発関係経費の彫り方鉗こついて

　　　　　事務局より・資料委13－3に基づき説明力桁わ縦後、

　　　　原案どおり決定された。
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技術評価部会スケジュール（案）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成3年10月30日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　宇宙開発委員会

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　技術評価部会事務局

『月25日（日）放送鯉3号一b（BS－3b）打上げ

　8月30日（金）第14号科学衛星（SOLAR－A）打上げ

10月30日（水）宇宙開発委員会「審議付託」決定

11月11日（月）．i　4．：00～（於：科学技術庁第7会議室）

　　　　　　　　第1回技術評価部会

　　　　　　　　○放送衛星3号一b（BS『3b）打上げ結果に？いて

　　　　　　　　○第14号科学衛星（SOLAR－A）打上げ結果について

12月　6日（金）14：00～（於：科学技術庁第7会議室）

　　　　　　　　第2回技術評価部会

　　　　　　　　○報告書のとりまとめ

12月中旬　　　　宇宙開発委員会「技術評価部会報告」



●

　放送衛星3号一b（BS－3b）及び第14号科学衛星

（SOLAR－A）の打上げ結果の評価に関する審議について

　　　　　　　　　　　（案）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成3年10月30日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　宇宙開発委員会決定

1．平成3年8月25日に宇宙開発事業団が行ったH－1ロケット（3段式）によ

　る放送衛星3号一b（BS－3b）の打上げ及び平成3年8月30日に文部省宇

宙科学研究所が行ったM－3SIIロケットによる第14号科学衛星（SOLAR

－A）の打上げの結果を評価するために調査審議を行うものとする。

●
2．このため、評価に必要な技術的事項について、技術評価部会において調査審

議を行うものとする。この調査審議は、平成3年12月末までに終えることを目

途とする。
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（参考）

（部会長）

前田　　弘

（部会長代理）

鈴木昭夫

石沢　三跡

上杉　邦憲

久保田弘敏

五代　碑文

ノJ、林　康徳

田辺　　徹

垂井康夫
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技術評価部会構成員

関西大学工学部教授

科学技術庁航空宇宙技術研究所角田支所長

宇宙開発事業団理事

文部省宇宙科学研究所教授

●東京大学工学部教授

宇宙開発事業団理事

筑波大主構造工学系教授

東京大学童学部教授

東京農工大学工学部教授

郵政省通信総合研究所通信技術部長

科学技術庁航空宇宙技術研究所宇宙グループ第12研究グ

ループグループリーダー

科学技術庁金属材料技術研究所損傷機構研究部長

東京理科大学工学部教授　　　　一

東京大学生産技術研究所教授

文部省宇宙科学研究所教授

㈱ツーカーセルラー東京取締役


